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相互運用検討チーム活動状況

(1) 基本方針
グローバルメッセージング基盤構築時に必要とされる下記３要件について検討する
a. 国際メッセージングサービスの推奨パラメータ検討
b. マッピングツール調査
c. パブリッククラウドの相互運用性調査

(2) 各チームの状況
ａ．国際メッセージングサービスの推奨パラメータ検討
［現状］
・SIPS通信プロトコルガイドライン（ドラフト版）
・AS2、ebMSについて記載
・残り「通信機能確認シート」
・今期クラウドチームとの連携ができなかったので、クラウド関連については来期持ち越し。

ｂ．マッピングツール調査
［現状］
・マッピングツールの機能一覧（ドラフト版）
・調査済み：予定したツールは調査完了
AnyTran(DAL)
EDI-Master(キヤノンITS)
F*TRAN+［エフトランプラス］（富士通ビー・エス・シー）
Sterling B2B Integrator（日本アイ・ビー・エム）
・残作業は、ツール利用のイメージ図等を作成
　
ｃ．パブリッククラウドの相互運用性調査
［現状］
・現ASPのサービスの接続方式（2013年度アンケートより）調査
・その後活動ができず、調査中断
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(3) チーム別方針［期初計画］
a. 国際メッセージングサービスの推奨パラメータ検討
・まず、1対1接続の推奨パラメータ一覧を作成する
・その後、クラウドとの接続方法を、クラウドチームと調整し検討
・パラメータシートは、ECOMや流通BMSの過去作成分を参考にする
b. マッピングツール調査
・各ツールベンダーが提供するトランスレータの機能比較を行う
・マッピングツールの一般的な利用方法を紹介
・ベンダーは、DAL・富士通・キヤノンITS・SRA等
・必要最低レベルの機能を明示する
・各ベンダーに貸し出しを依頼。提供ベンダーはSIPSで登録
c. パブリッククラウドの相互運用性調査
・国内で利用可能なクラウドを調査
・まずはプライベートな空間での利用
・次にオープンなクラウドでn対n接続での利用
・その後、パラメータ検討チームと連携し、オンプレとクラウドの連携について調査
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